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司会者 :践野俊夫 (愛知大 )
討論者 '.酒井正樹 (岡山大 )､,;nfl哲夫 (お茶
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討論者:和 秀雄 (日本獣医畜産大 ),野口
浮夫(筑波大)､竹中 修､岩本光雄
(京大 ･霊長研)､稲垣晴久(日本モ
ンキーセンター)､岩本俊孝(宮崎大)
世話人 :庄武孝義､杉山幸丸､鈴木樹理､毛利
俊雄
水野氏は白山のニホンザルについて群れの分布､
過去25年間の遊動域の変化､個体数の変動､冬の
採食､100kmをこえるオスの移動について報告し
た｡浜田氏はニホンザルの毛色の地域変異､成長
にともなう変化を報告した｡多数の鮮明なスライ
ドは捕控調査の重要性を示した｡渡辺氏は多年に
わたる生休計測調査の成果を総括し､性差におけ
る地域変異､寒冷地ニホンザルの特徴について論
じた｡川本氏はニホンザルにみられるビタミンD
結合性タンパクの変異について報告した｡データ
の解析に派生形質を重視するクレイディズムの考
え方を導入し､注目を集めた｡
研究課題 ｢ニホンザルの地域変異Iこ脚する軌
のまとめとしての本研究会を閉じるにあたって､
対象をマカク全般に拡げた新しい課鎚の設定が必
要であろうと指摘された｡ (文ff 庄武孝義)
ニホンザル集団における優劣･順位の再検打
日 時 :昭和63年2月8-9日
場 所 :京都大学雷長頬研究所
参加者 :約40名
プログラム
1.高崎山生息ニホンザルの人工餌場および自然
林内におけろ優劣順位と採食丑
横田直人･長岡宥和(大分短大)
2.ニホンザル餌づけ群における雌の兜矧 こ形響
をおよばす社会的要因
浜井美弥(東大 ･理 )
3.餌づけ集団と放餌集団における攻撃行動
待田昌二(阪大･人間科学)
4.餌づけ集団における未成体の伴食関係と順位
今川真治(阪大･人間科学)
5.餌づけ集団における未成体椎の個体関係の変
化
渡辺義雄(美作女子大)
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6.事由酢のJrEi位の継年変化
森 明堆く荊大 ･詔技研)
討論者 :市畑由起夫(京都大 ･瑚)､長谷川好
一(究大･散在)ほか
世話人:杉山串丸､大沢秀行､荷 明雄､泣辺
邦夫､鈴木 晃
8.4,5は勝山餌づけ舛団と詔長研放飼柴田
で､攻幣､伴食､迎合等の社会交渉の観察を通じ
て､発達の過程で母親の順位の影響を受けながら
自らの噸位が形成される機構に迫ろうとした｡2
は志f2地獄谷A群で､どのような社会交渉が特定
の家系の t光栄"をもたらすかを探った｡そ一して
6は事由群の長期ff料の分析から､人口学的繋栄
が単なる上W.下市ではないという結果を示して､
優劣による城略のちがいを探ろうとした.投終的
に､優劣による繁栄の差が自然環境においてどの
ようにおきているかを採食行動から探ったのが1
であった｡計画研究の初年度であり明確な結論に
は至ってないが､優劣噸位の内容に詳細な検討が
加えられる一方､自然環境に問題を投げ返してみ
る努力も成果を挙げつつあることを示していた｡
(文告 杉山事丸)
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